
チャック対象物
鋼球室 ばね

圧縮ピン

センタピン
センタピンと共に製品を挿入

圧縮ピンを前進させ固定

多数の微小鋼球によるチャック装置
（脆性物質又は変形物のチャック）

2022

こんなことが出来ます！

粉体を固めたような脆性物質や、真直性の悪い物が
チャッキングできます。
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　多数の微小鋼球を収納した鋼球室の中にチャッ
クしたい物を入れ、鋼球室の容積を機構的に小さ
くすると、鋼球により表面に均等に圧力が加わり
固定できる。
　鋼球が漏れないようにセンタピンを設けた。

　脆弱物質で真直性の悪い物(変形した物)を従来
の三つ爪チャックなどでチャッキングしようとする
と、破壊してしまう。

　驚くほど把持力があります。是非使ってみてく
ださい!!
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　脆弱物質や真直性の悪い物をチャッキングする場合、高い真直性のあるチャック工具に倣うことになり、無
理な力が集中してしまい破壊してしまう。
　液体のようにチャック物の形状に倣い、且つ圧力をかけることで流動しないものに変化するものでなら固
定できると考えました。
　玉ねぎを積んだ青果市場のトラックが、赤信号で止まる際に玉ねぎが崩れるのを見て閃きました。

視覚と触覚によるランダムピッキング
（物を手探りで探して、しっかりと掴みます！）

2021

こんなことが出来ます！
産業用ロボットによるランダムピッキングが安価に導入可能。
掴む物が変わっても柔軟に対応可能。
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①安価な視覚センサでも、触覚による手
探りで掴めるようになった。
②設定の簡素化ができた。
③調整時間の短縮ができた。

①高価な視覚センサが必要だった。
②掴む物の設定が繁雑だった。
③調整に時間がかかった。

　視覚センサに加え、触覚センサを産業ロボッ
トに組み込むことで、低コスト且つスピーディ
にランダムピッキングシステムを導入可能に
なります。システムインテグレータ企業や製造
業企業の皆様のご活用をお待ちしております。
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14）事業化実績 □有 ■無
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①産業用ロボットのランダムピッキングにおいて視覚情報に触覚情報を加えたことで、視覚センサによる認
識精度を大幅に落とすことが可能となり、低コスト化を実現した。
②視覚センサにより取得された物品群の３次元情報に基づいて、円、球、楕円体、正方形、長方形、立方体、直
方体、その他のサンプル図形の一つにより、物品を強制的に照合してそれぞれの中心位置を算出すること
で、部品変更に対する汎用性を向上させた。

①触覚センサの
接触まで下降

②逆側の触覚センサ
に当て中心補正

③軽く掴み力の偏り
確認。均等でなけれ
ば下降して繰り返す

④均等に力が掛か
れば把持・上昇
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